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Japan-U.S. Joint Strategy 
for Global Domination

Rare Earth 
Development

Exclusive defense system
Blue carbon of a wooden 

artificial island

By pretending to be working for peaceful 
purposes or carbon neutrality, deploying 
personnel to maintain the system, and expanding 
it all over the world, the US and Japan will 
achieve joint global domination. They will 
maintain world order while simultaneously 
achieving carbon neutrality.

Using Sea Sola as its energy 
source, the project aims to 
achieve lower costs than 
China through 24-hour fully 
automated AI operation.        

（P6）

Peaceful use: Establish a 
command base on the 
Senkaku Islands to attack 
only enemy battleships and 
submarines that intrude into 
territorial waters.

（P7）

To cover the entire island of 
Takeshima, a wooden artificial island 
made of blue carbon will be installed 
along the coast. (P3)

Japan-US-Korea Blue 
Carbon Joint Development 
Research CenterJapan, the US, and Taiwan's AI-

powered unmanned submarines 
and dronesJoint command base 
for underground nuclear shelters
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Total energy
Sea sola
Ciｔy sola

「Sea sola」
In lakes and seas, including dam reservoirs, wooden artificial islands are floated and 
"tree-type solar power generators" are installed. These generators utilize the limited 
obstructions to sunlight and the use of diffuse and total reflected light from the water 
surface for high efficiency.
「City sola 」
It can be installed in virtually any location, such as gardens, vacant lots, parking lots, 

farmland, and even houses (since the storage area is located high up, it can be used in 
multiple locations), bringing a refreshing change to the cityscape, replacing utility poles.

Starting with 
Takeshima, it 
will expand 
to coastal 

areas around 
the world.
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一方的な観光開発や軍事基地化だと反発が強いので、
竹島の周辺部全体を、CO2を吸収してくれる「木造人
工島のブルーカーボン」で覆い、日米韓の共同出資
（主に研究センター）なので、韓国国民にも自然と受
け入れられ、日本が「木造人工島のブルーカーボン」
の製造元受けになり相対的に出資比率を上げることで、
日本国民も高市総理のバランスの良いリーダーシップ
ぶりに、満足感が得られものと考えています。

ちょっとだけ日本に有利な竹島の共有

尖閣諸島の地下基地に核攻撃にも耐え
られる司令部を置く、専守防衛システム

住民を巻き添えにする可能性のある、敵の先制攻撃
の対象となるミサイル基地等の攻撃的な軍事施設では
なく、単に海域を守るために、超大型潜水艦とそこに数多
くの戦略ドローンを搭載し、そして核攻撃にも耐えられる
地下指令室を、日米台で協力して尖閣諸島に設定する。

領海内に侵入をしてこなければ何も起らない）平和利用
目的で、しかも米軍主導となれば、中国からの反発も弱く、
また尖閣諸島が将来的に日本の領土として世界的に認
められていくと考えています。

注：超大型の潜水艦と搭載の数多くの戦略ドローンは、
高度にAI化されており、指令室VS大型潜水艦VS数多くの
戦略ドローンはAI同士が互いに連絡を取り合うものの、勝
手に攻撃されても困ることがあるので、あくまでも攻撃

命令は、指令室が作戦本部（高市総理）からの指示を得
て行うことを厳守する。

「ツリー型太陽光発電システム」「Sea sola」＆「City sola」

の設置が簡便で、低コスト・（頻繁な清掃やメンテナンスは
必要ながら）長寿命（コーティング技術で法隆寺以上）な
ので、木造人工島のブルーカーボンとともに、日米が協力
して、世界普及を目指し、同時に中国が主導(*)している
環境破壊のメガソーラを駆逐したらよいと考えています。

(*)ウイグル自治区の強制労働により不当に安く製造し、

パナソニックや日立等の日本勢は撤退を余儀なくされ、中
国系企業による土地の買収、熱海での盛り土・土石流の
発生、釧路湿原等の環境破壊＆景観破壊を引き起こして
いる。

全エネル―ギ：Sea sola＆ City sola

レアアースを含む日米共同開発
（AI全自動化に向けた予算配分）

レアアースについて、日米共同開発が決まりましたが、
莫大な初期費用がかかりますが、AIを駆使し、24時間全

自動操業できるようにすれば、中国産のレアアースよりも
（初期投資は莫大ながら）安く、日米だけではなく、広く世
界に供給できるシステムの技術になるのではないかと考
えています。

以上を極東だけでなく、グリーンランドを含む数多くの地
域で、日米が共同で進めることで「見かけ上は平和利用・
カーボンニュートラル達成」のために、ですが、屯田兵的
な考え方で、木造人工島のブルーカーボンやツリー型太
陽光発電の専門技術者という肩書ながら、一方で情報収
集をし、平和維持用員としても活動をするようにしたらよい
と考えています。
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25％～0％45％

全反射光乱反射光

洋上では障害物がなく、朝日と
夕日のぎりぎりまで発電が可能。

100％ 70％
（山や建物に隠れ
てしまう可能性有）

洋上ツリー型では、このあたりが100～120％（海面からの反射
光を含む）で推移するので、4倍程度のは発電量が見込まれる。

垂直入社を100％とした場合の、
入射角度による発電量の低下度

地球
地
球

太陽光パ
ネル

太陽光パ
ネル

木製ベアリングホルダー
（液体ガラスコーティング）

密閉木箱（液体
ガラスティング）

洋上では、（全）反射光や乱
反射光も受光するので、両面
に太陽光パネルを設置する。

洋上湖上ツリー型太陽光発電システム

収納BOX（夜間強風時は
パネルを下げ収納する）

AI太陽光自動追尾

洋上では土台を必要とせず、木造人
工島の木枠に固定するだけでよい。

朝日夕日の水面の全反射光も使う

システムとしての付加価値が高いので国産のパネルを使う

土台不要

木造人工島

ジャパニーズ
スタイル（縦形）

Sea sola
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メンテをしなが
ら千年維持



太陽光パネル

1m

3m

2m

2m

2m

2m

北海道・ウクライナ等の比較的
緯度の高い地方仕様：3～5軒分

付属として、AI搭載のPC、監視カメラ、
蓄電池、長雨や故障対応として発電機
飲料水用の「大気水装置」があるとよい。

4m

パネル総面積：3㎡x10＝30㎡
総額約１千万と想定：4軒分
として、一軒当たり：約250万

スマートホンアプリで、マニュアル
操作を可能とし、メンテナンス時や
清掃を行うときに使用する。

地産地消型家庭用ツリー型太陽光発電システム

木製フレームは、コーナーを丸めて、
強風で飛ばされて、人にぶつかっても、
大けがをしないように配慮をする、

軸：アルミ管

雪・強風・砂嵐・地震に強い・設置撤去
が簡単・家のすぐ近くに設置・清掃・メン
テナンスがラク・環境破壊がない

1m

コンクリートブロック
（現地にて製造） ベアリングホルダー

継ぎ足し管

ペロブスカイト＆軽量木製フレーム

家のイメージ
（大きさ比較）

一般的な家より高いと
ころで発電・屋根より低
いところで安全に収納

AI制御の巻き取り機

収納部

ウクライナ復興支援として有効

（ロシアの攻撃でほとんどの発電
所が破壊された。）

現地組み立
て現地調整

平面図
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City  sola

大地震で停電＆水道が止まって
も、ヘリで材料を運び、現地で組み
立てれば、半日程度で、飲料水と
電気が使えるようになります。

下
側
ス
ペ
ー
ス
は

駐
車
場
や
畑
・花
壇
・

庭
や
通
路
と
し
て
、

有
効
に
使
え
る



Extra-large retractable machine 
with sliding mechanism

X3

AI Refining Plant Automated 
transport robot

Sea sola

Closed wooden box (buoyancy)

AI autonomous self-driving excavator
(high-pressure specification)

wooden artificial island

wire Wire & Power Communication Cable

Intermediate 
pulleyX3

24-hour automated rare earth mining and refining system
Wind up via an intermediate pulley

With rotary encoder
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Airbag (deployment)

Storage box for rare earth mud with airbag

When the AI ​​excavator 
is full of "rare earth 
mud," press the airbag 
deployment button to 
lift it off.

Airbag (closed)

Shock-
absorbing 
spring

Japan and the United States will jointly develop 
and install these systems in all sorts of locations 
around the world to extract marine resources. 
Furthermore, Japanese and American 
maintenance engineers will be dispatched to 
these locations, and they will also play an active 
role as intelligence gathering personnel.

Position fixing rod

The weight of the extra-large reeling machine 
with a sliding mechanism varies greatly 
depending on the amount of winding, so a 
separate wooden artificial island is used to 
support that part, and the structure is designed 
to take into account height differences of 
several meters to tens of meters.

The AI-powered transfer robot
removes the deployable 
airbag,transfers the "rare earth 
mud" to the automated 
transport robot, installs the 
closed airbag, and then drops it.

As a first step, the 
establishment of a joint U.S.-

Japan research institute: 
(Recruitment of researchers)

The AI ​​excavator combines the function of lifting 
from its center of gravity with the function of 
transmitting power and communication.



AI大型潜水艦＆AIドローン集団戦略の時代

尖閣諸島の地下核シェルター・
AI無人潜水艦・ドローン司令室

自由視点映像とは、複数のドローからの映像
をもとに、司令室のAiが作成する、どの角度
からでも見れて、ズームも可能なシステム。

AI自律ドローンを大量に搭載し
た超大型自律AI無人潜水艦。

地上部隊が海を渡ってこなければ
怖くない。領海内を守ればよい。
（ソルジャーブーツを防止する。）

ドローン集団によるミツ
バチ作戦：囲って攻める。

武器の到達点

司令室・各潜水艦・各ドローンの
AI同士が連絡を取り合い作戦を遂
行するが、攻撃命令は指令室の人
が行う。一旦攻撃命令が出されれ
ば小野田少尉のごとく、とことん

自爆を含めて戦いぬく。
武器の変遷

戦艦大和が無数の戦闘機で
撃沈させられたように、90％の
ドローンが撃墜されても、残り
の10％が目的を達成する。
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再エネ100％供給でも、生活
や生産等で発生するCO2量
が40％程度存在している木造人工島のブルーカーボンと

ツリー型の大規模な設置の効果

生活・生産での排出分 化石燃料によるCO2排出分

＜2040年頃CO2実質マイナスのイメージ＞

木造人工島のブルーカーボンによるCO2の吸収 その他再エネ

CO2削減分

2022年 2030年 2040年 2050年

CO2総排出量

実質のCO2排出量

CO2排出０ライン

CO2削減分

現状路線の予測

（過剰な無理をせず、必要なら残すべき）

日米が中心となって、近隣国の協
力を仰ぎ、世界中の可能なエリアの
ありとあらゆる沿岸部に設置する。

残存する化石燃料消費

みかけのCO2排出量

ツリー型太陽光発電

6/7

太陽光パネルには環境負荷物質が
含まれており、数十年後は水車発電
に置き換わるとよいと考えています。

ANNEX
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